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機

ポ

伊遥盛事㌢三雫塾転」≠

秋
も
深
ま
り
、
機
友
全
会
員
の
皆
様
に

は
何
か
と
ご
多
忙
の
中
、
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
か

ら
本
会
の
諸
活
動
に
関
し
、
何
か
と
ご
支

援
を
賜
り
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
た
く
感

謝
に
堪
え
ま
せ
ん
。

母
校
・
立
命
館
大
学
は
一
九
九
四
年
四

月
に
理
工
学
部
を
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ

ン
パ
ス
（
B
K
C
）
　
へ
拡
充
移
転
す
る
と

と
も
に
、
衣
笠
の
跡
地
に
新
学
部
「
政
策

科
学
部
」
を
設
置
致
し
ま
し
た
。
昨
年
四

月
に
は
、
さ
ら
に
理
工
学
部
に
「
ロ
ボ
テ

イ
ク
ス
学
科
」
と
「
光
工
学
科
」
な
る
二

つ
の
新
学
科
が
設
置
さ
れ
、
第
四
次
長
期

．
1
1
1
・
．
I
I
A
優

計
画
が
成
功
裡
に
完
遂
さ
れ
た
わ
け
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
産
学
交
流
の
面
で
も

「
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
放
射
光
（
S
R
）
セ

ン
タ
ー
一
の
設
置
や
い
く
つ
か
の
研
究

セ
ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
、
独
自
の
大
型
企

画
が
次
々
に
実
現
し
社
会
的
に
大
き
な
注

目
を
浴
び
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
皆
さ
ん

も
ご
存
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

母
校
で
は
来
春
さ
ら
に
経
済
学
部
・
経

営
学
部
を
B
K
C
へ
移
転
し
、
理
工
学
部

と
有
機
的
に
連
携
し
た
文
理
融
合
型
の
新

キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
新
展
開
を
は
か
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
新
校
舎
が
竣

工
の
段
階
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

二
〇
〇
〇
年
四
月
に
は
大
分
県
別
府
市
に

「
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
（
仮

称
）
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

申
請
準
備
が
順
調
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
本
学
の
第
五
次
長
期
計
画

が
、
機
械
工
学
科
の
恩
師
で
も
あ
ら
れ
る

大
南
正
瑛
総
長
の
卓
越
し
た
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
に
成
功
裡
に
推
進
さ
れ
、

母
校
の
社
会
的
評
価
が
一
段
と
高
ま
り
ま

す
こ
と
を
、
卒
業
生
の
一
人
と
し
て
校
友

各
位
と
と
も
に
、
心
よ
り
念
願
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
大
事
業
を
計
画
通
り

に
成
功
さ
せ
、
母
校
の
社
会
的
評
価
を
さ

ら
に
高
め
る
た
め
に
は
、
卒
業
生
一
人
一

人
の
母
校
に
対
す
る
愛
着
と
物
心
両
面
の

支
援
が
望
ま
れ
ま
す
。
機
友
全
会
員
各
位

に
よ
る
大
南
総
長
へ
の
ご
支
援
、
さ
ら
に

母
校
・
立
命
館
大
学
に
対
す
る
ご
支
援
を

切
に
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
立
命
館
大
学
機
友
会
で
は
現
在
、

卒
業
生
相
互
の
親
睦
な
ら
び
に
卒
業
生
と

母
校
の
相
互
支
援
体
制
の
強
化
を
は
か
る

た
め
、
全
国
規
模
で
の
支
部
組
織
を
結
成

す
る
取
り
組
み
が
進
ん
で
お
り
、
会
員
各

位
の
ご
支
援
に
よ
り
、
平
成
四
年
九
月
六

日
に
第
一
号
の
支
部
と
し
て
「
滋
賀
支

部
」
が
設
立
さ
れ
、
続
い
て
同
月
十
九
日

に
は
「
北
陸
信
越
支
部
」
が
発
足
致
し
ま

し
た
。
ひ
き
続
き
十
月
三
日
に
は
「
京
都

支
部
」
、
十
一
月
二
十
八
日
に
は
「
大
阪

支
部
」
が
設
立
さ
れ
、
平
成
五
年
七
月
二

十
五
日
に
は
「
東
海
支
部
」
が
、
平
成
六

年
三
月
二
十
七
日
に
は
「
兵
庫
支
部
」
が

発
足
す
る
と
と
も
に
、
平
成
七
年
四
月
十

六
日
に
は
「
奈
良
和
歌
山
支
部
」
が
設
立

さ
れ
、
平
成
八
年
九
月
十
五
日
に
は
第
八

番
目
の
支
部
と
し
て
「
関
東
支
部
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
本
年
九
月
六
日

に
は
各
位
の
ご
支
援
に
よ
り
第
九
番
目
の

支
部
と
し
て
「
中
国
支
部
」
が
発
足
致
し

ま
し
た
。

全
国
を
十
三
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
し
た
支

部
組
織
結
成
計
画
も
順
調
に
進
捗
し
、
現

在
、
第
十
番
目
の
支
部
と
し
て
「
九
州
支

部
」
　
の
設
立
準
備
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

本
会
は
会
員
総
数
七
千
名
を
越
え
る
大
組

織
に
成
長
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
上
記
九

支
部
の
会
員
合
計
数
は
ほ
ぼ
五
千
名
に
の

ぼ
り
、
全
国
規
模
の
支
部
組
織
結
成
計
画

も
い
よ
い
よ
終
盤
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
間
の
各
支
部
設
立
準
備
委
員
の
方
々

を
は
じ
め
、
会
員
各
位
の
絶
大
な
る
ご
支

援
に
対
し
て
、
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
方
、
本
学
理
工
学
部
の
同
窓
組
織
と

し
て
「
機
友
会
」
、
「
建
設
会
」
、
「
電

友
会
」
、
「
応
化
会
」
、
「
情
報
工
学
科

同
窓
会
」
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色

あ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
現
在
、
こ
れ
ら
の
同
窓
組
織
を
相
互

に
連
結
し
た
連
絡
協
議
会
の
よ
う
な
理
工

学
部
同
窓
組
織
の
確
立
に
向
け
て
、
諸
準

備
が
開
始
さ
れ
て
お
り
、
準
備
委
員
や
同

窓
生
各
位
の
ご
支
援
に
よ
り
、
こ
の
企
画

が
早
期
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
致
し

ます。最
後
に
、
機
友
会
と
母
校
の
さ
ら
な
る

発
展
の
た
め
、
今
後
も
引
き
続
き
会
員
各

位
の
温
か
い
ご
支
援
と
ご
鞭
鍵
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝
と

ご
発
展
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す。

校
友
各
位
の
御
健
勝
と

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
て

立
命
館
総
長
・
学
長

大
南
正
瑛

機
友
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

貴
会
は
す
で
に
会
員
総
数
七
千
名
を
越

え
る
大
規
模
な
校
友
組
織
に
成
長
さ
れ
、

各
年
代
の
卒
業
生
各
位
が
広
範
な
分
野
で

蓮
し
く
ご
活
躍
さ
れ
て
お
り
ま
す
現
状
は

誠
に
喜
ば
し
く
、
本
学
の
代
表
者
と
し
て
、

ま
た
、
機
友
全
会
員
の
一
人
と
し
て
感
慨

も
ひ
と
し
お
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
九
九
四
年
四
月
に
「
政
策
科
学
部
」

の
設
置
と
「
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ

ス
　
（
B
K
C
）
」
　
へ
の
理
工
学
部
拡
充
移

転
が
成
功
裡
に
推
進
さ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、

皆
様
ご
存
知
の
と
お
り
で
あ
り
、
卒
業
生

を
始
め
関
係
者
各
位
の
広
範
な
ご
支
援
に

対
し
、
こ
こ
に
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
四
月
に
は
理
工
学

部
に
「
ロ
ボ
テ
イ
ク
ス
学
科
」
お
よ
び

「
光
工
学
科
」
　
の
二
学
科
が
新
設
さ
れ
、

希
望
に
燃
え
た
多
く
の
学
生
を
迎
え
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
方
、
大
学
院

に
つ
い
て
も
大
幅
に
拡
充
さ
れ
、
学
部
五

千
二
百
四
十
名
、
大
学
院
千
二
百
二
十
五

名
な
る
一
大
総
合
理
工
学
部
が
実
現
さ
れ

ま
し
た
。

思
え
ば
、
本
学
理
工
学
部
の
起
源
は
私

立
電
気
工
学
講
習
所
を
継
承
し
て
一
九
三

八
（
昭
和
十
三
）
年
に
設
立
さ
れ
た
「
立

命
館
高
等
工
科
学
校
」
で
あ
り
、
こ
れ
が

時
局
の
急
転
回
の
中
で
翌
年
に
は
「
立
命

館
日
清
高
等
工
科
学
校
」
に
拡
充
・
改
組

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
一
九
四
二
　
（
昭
和

十
七
）
年
に
は
旧
制
「
立
命
館
大
学
」
　
の

専
門
学
部
・
理
学
科
お
よ
び
工
学
科
に
再

編
さ
れ
、
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
に

は
「
立
命
館
専
門
学
校
」
の
工
学
科
・
埋

学
科
に
再
編
・
拡
充
さ
れ
た
わ
け
で
あ
り

ま
す
。
終
戦
と
と
も
に
社
会
は
大
き
く
変

わ
り
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
十
三
）
年
に

は
新
制
大
学
令
に
よ
る
「
立
命
館
大
学
」

と
し
て
再
発
足
す
る
経
緯
の
中
で
、
上
記

「
立
命
館
専
門
学
校
」
は
一
年
後
の
一
九

四
九
（
昭
和
二
十
四
）
年
に
初
め
て
「
立

命
館
大
学
理
工
学
部
」
と
し
て
、
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
一
九
五
二
　
（
昭
和
二
十
七
）
年

に
は
大
学
院
・
工
学
研
究
科
が
設
置
さ
れ
、

こ
れ
が
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
に

は
理
工
学
研
究
科
に
拡
充
さ
れ
、
修
士
課

程
だ
け
で
な
く
博
士
過
程
を
併
せ
た
大
学

院
と
し
て
、
年
次
的
に
教
育
・
研
究
条
件

の
整
備
が
図
ら
れ
、
多
く
の
紆
余
曲
折
を

繰
り
返
し
な
が
ら
現
在
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
本
学
あ
る
い
は
理
工
学
部

の
歴
史
は
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
に
ま
た

が
っ
て
、
正
に
我
が
国
の
歴
史
そ
の
も
の

に
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
二
十
一
世
紀
を

目
前
に
控
え
た
今
、
大
学
と
し
て
は
八
学
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部
を
擁
し
、
理
工
学
部
と
し
て
は
六
学
系

十
学
科
を
擁
す
る
我
国
有
数
の
総
合
大
学

と
大
学
院
に
成
長
し
、
確
固
た
る
社
会
的

評
価
を
得
る
に
至
っ
た
こ
と
は
筆
舌
に
尽

く
し
難
い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。
こ
れ
も
ひ

と
え
に
、
学
園
関
係
者
の
努
力
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
二
十
二
万
人
校
友
を
は
じ
め

社
会
各
層
の
皆
様
の
ご
支
援
の
賜
と
感
謝

致
し
て
お
り
ま
す
。
上
記
の
と
お
り
、
一

九
三
八
年
の
「
立
命
館
高
等
工
科
学
校
」

の
設
立
を
理
工
学
部
の
起
源
と
す
れ
ば
、

来
年
は
理
工
学
部
創
立
六
十
周
年
に
あ
た

り
、
人
間
で
云
え
ぼ
り
還
暦
」
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
機
に
あ
た
り
理

工
学
部
で
は
記
念
事
業
が
企
画
さ
れ
る
と

と
も
に
、
各
学
系
ご
と
の
同
窓
組
織
が
相

互
に
連
携
し
た
学
部
レ
ベ
ル
の
連
絡
協
議

会
の
結
成
準
備
が
進
捗
し
て
い
る
よ
う
に

伺
っ
て
い
ま
す
3
　
誠
に
時
宜
を
得
た
企
画

で
あ
り
、
当
方
と
し
て
も
全
幅
の
協
力
を

さ
せ
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

本
学
で
は
、
さ
ら
に
来
春
に
「
経
済
学

部
」
・
「
経
営
学
部
」
を
B
K
C
へ
移
転

し
、
汀
理
工
学
部
」
と
と
も
に
三
学
部
で

文
理
融
合
型
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・

キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
新
展
開
を
は
か
り
ま

す
ハ
り
ま
た
、
二
千
年
に
は
大
分
県
別
府
市

に
新
大
学
王
址
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学

（
仮
称
）
　
心
を
関
学
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
3
新
大
学
は
呵
ア
ジ
ア
太
平
洋
学

部
山
と
竹
国
際
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
」
　
の

二
学
部
構
成
と
す
る
計
画
で
あ
り
、
各
々

定
員
四
百
名
、
全
学
で
当
面
三
千
二
百
名

規
模
の
大
学
を
創
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
n
U
本
計
画
は
別
府
市
や
大
分
県
の
絶
大

な
る
ご
支
援
を
得
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
後
も
引
続
い
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の

多
く
の
国
々
、
文
部
省
を
は
じ
め
関
係
省

庁
、
産
業
界
、
さ
ら
に
校
友
の
皆
様
な
ど
、

幅
広
い
関
係
者
各
位
の
深
い
ご
理
解
と
ご

支
援
を
仰
い
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
＄
　
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
機
友
全

会
員
の
皆
様
に
も
こ
の
よ
う
な
母
校
の
新

た
な
挑
戦
と
飛
躍
に
対
し
て
、
ひ
き
続
き

温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
私
は
総
長
・
学
長
に
就
任
し
て

早
や
七
年
が
経
過
い
た
し
ノ
、
任
期
は
あ

と
一
年
余
を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

想
え
ば
、
母
校
発
展
の
高
揚
期
に
あ
っ
て
、

皆
様
か
ら
の
多
大
な
ご
支
援
を
頂
き
ま
し

た
こ
と
に
対
し
て
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す

も
の
で
す
G
今
後
と
も
引
継
い
て
お
力
添

え
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
5

末
筆
な
が
ら
、
機
友
会
会
員
の
皆
様
方

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
清
栄
を
お
祈
り
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、
貴
会
の
一
層
の
ご

隆
盛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
8

支
部
だ
よ
り

楽
し
く
力
強
い

叩
．
び
わ
こ
機
友
会
三
ユ
ー
ス
」
の
発
行

滋
賀
県
支
部
長
　
山
田
元
助

平
成
四
年
九
月
六
日
、
滋
賀
支
部
（
愛

称
・
び
わ
こ
機
友
会
）
設
立
以
来
、
当
支

部
は
着
々
と
し
て
基
礎
固
め
に
努
力
中
で

す
が
、
そ
の
役
割
の
一
端
を
果
た
す
要
素

の
ふ
　
っ
に
呵
び
わ
こ
機
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」

の
発
行
が
あ
り
ま
す
。

当
支
部
の
総
会
は
原
則
と
し
て
隔
年
に

行
わ
れ
ま
す
が
、
総
会
が
開
か
れ
な
い
と

し
に
ノ
そ
の
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
は
か
る
た
め
に
、
十
一
月
に
発
行
さ
れ

ま
す
。
「
ハ
ン
ド
、
メ
イ
ド
」
の
さ
さ
や

か
な
も
の
で
す
が
、
毎
回
改
良
を
加
え
、

お
陰
様
で
軌
道
に
乗
っ
て
参
り
ま
し
た
¢

本
年
十
一
月
に
第
三
号
を
発
行
し
ま
し

た
が
、
第
二
号
か
ら
の
経
過
を
た
ど
り
ま

号
は
（
平
成
五
年
）
は

①
立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
の
記
録

②
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ
ン
パ
ス
建
設

の
歩
み

③
躍
進
す
る
滋
賀
県
の
「
全
国
ベ
ス
ト

五」の
内
容
で
、
B
K
C
建
設
に
わ
く
当
時
に
、

理
工
学
部
の
起
源
に
思
い
を
致
し
、
又
地

元
の
滋
賀
県
が
全
国
に
占
め
て
い
る
位
置

づ
け
を
再
認
識
す
る
将
来
活
動
の
基
礎
固

め
で
も
あ
り
ま
し
た
0

第
二
号
（
平
成
七
年
）
は
当
支
部
設
立
以

来
の
経
過
を
中
心
と
し

①
び
わ
こ
機
友
会
「
力
強
い
第
一
歩
の

記
録
ふ②

B
K
C
の
産
学
活
動
開
始

の
ご
l
ユ
ー
ス
」
に
重
点
を
お
き
ま
し
た
。

今
年
（
平
成
九
年
）
発
行
の
第
三
号
は
、

昨
年
の
第
三
回
総
会
の
経
過
を
説
明
す
る

と
共
に
、
そ
の
時
の
安
西
育
郎
先
生
（
国

際
関
係
学
部
）
の
「
超
常
現
象
を
科
学
す

る
」
の
講
演
資
料
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
更
に
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
注
目
さ

れ
、
多
大
の
成
果
が
あ
っ
た
立
命
館
ノ
ー

ベ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
一
十
一
世
紀
の
ア
ジ
ア
の
科
学
に
お
け

る
夢
と
希
望
」

の
講
演
者
、
L
E
H
N
教
授
（
ル
イ
・
パ

ス
ツ
ー
ル
大
学
）
一
九
八
七
年
ノ
ー
ベ
ル

化
学
賞
受
賞
、
L
E
E
教
授
（
台
湾
中
央

研
究
院
院
長
）
一
九
八
六
年
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
受
賞
及
び
大
南
総
長
の
三
氏
の
紹
介

を
転
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
爪
）

更
に
産
学
協
同
や
新
研
究
施
設
の
中
核

の
一
つ
で
あ
る
新
し
く
出
来
ま
た
「
S
R

セ
ン
タ
ー
」
や
母
校
の
第
五
次
長
期
計
画

の
進
展
状
況
を
取
り
上
げ
、
又
地
元
の
動

き
と
し
て
、
草
津
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
か

ら
B
K
C
に
、
桜
並
木
の
「
通
り
抜
け
」

用
に
と
七
年
生
の
桜
を
九
十
五
本
頂
い
た

事
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

第
三
号
（
平
成
九
年
）
を
要
約
し
ま
す
と

①
び
わ
こ
機
友
会
の
記
録

②
充
実
を
発
展
を
続
け
る
B
K
C

③
第
五
次
長
期
計
画
と

B
K
C
の
新
展
開

と
な
り
ま
す
琶

幸
い
隔
年
に
開
催
さ
れ
る
機
友
会
を
当

支
部
の
総
会
開
催
が
異
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
何
れ
か
の
総
会
で
、
毎
年
機
友
会
の

皆
さ
ん
と
交
流
が
出
来
る
こ
と
は
嬉
し
い

事
で
す
。

こ
れ
ら
を
通
じ
て
、
桟
友
会
滋
賀
支
部

旗
の
下
、
地
元
に
ふ
さ
わ
し
い
、
楽
し
く

力
強
い
「
び
わ
こ
機
友
会
」
に
致
し
た
く
、

み
な
さ
ま
の
あ
た
た
か
い
ご
指
導
や
ご
鞭

趣
を
賜
り
ま
す
様
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

立
命
館
天
学
機
友
会

中
国
首
都
語
立
さ
れ
る

庶
務
幹
事
千
葉
利
晃

（
脳
祁
四
十
三
年
草
）

会
員
相
互
の
生
活
の
発
展
、
互
恵
、

親
睦
な
ら
び
に
立
命
館
大
学
機
友
会
本
部

と
の
連
携
を
は
か
り
つ
つ
、
母
校
の
発
展

を
期
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
立
命
館
大

学
機
友
会
「
中
国
支
部
」
が
平
成
九
年
九

月
六
日
に
設
立
さ
れ
た
＄
鳥
取
県
、
島
根

県
、
岡
山
県
、
広
島
県
お
よ
び
山
日
県
の

中
国
五
県
の
機
友
会
支
部
で
あ
る
〔
）
滝
澤

忠
義
（
滝
澤
鉄
工
所
社
長
、
昭
和
二
十
年

卒
）
支
部
長
以
下
、
各
県
に
一
名
の
副
支

部
長
（
五
名
）
、
庶
務
幹
事
三
名
、
会
計

幹
事
二
名
、
監
査
三
名
の
合
計
十
四
人
の

役
員
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
た
第
九
番
目
の

支
部
に
な
る
。
総
会
員
数
約
三
百
五
十
人

の
こ
の
新
し
い
中
国
支
部
へ
、
暖
か
い
ご

指
導
ご
鞭
樋
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致

し
ま
す
。

以
下
、
当
支
部
設
立
ま
で
の
経
過
と
小

生
の
雑
感
を
記
し
て
、
中
国
支
部
誕
生
の

報
告
と
致
し
ま
す
6

平
成
九
年
六
月
七
日
に
第
一
回
の
設
立

準
備
委
員
会
を
倉
敷
市
の
倉
敷
芸
文
館
で

開
催
し
た
。
第
二
回
の
設
立
準
備
委
員
会

は
七
月
六
日
に
倉
敷
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

で
開
催
し
て
い
る
。
ご
多
忙
中
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
両
準
備
委
員
会
と
も
、
島
田
機

友
会
会
長
と
酒
井
教
授
に
は
遠
路
ご
出
席

頂
い
て
い
る
。
酒
井
教
授
に
は
、
開
催
案

内
か
ら
中
国
支
部
の
会
則
案
作
成
ま
で
総

て
に
ご
尽
力
頂
い
た
お
か
げ
で
、
万
事
ス

ム
ー
ズ
に
支
部
設
立
の
準
備
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

設
立
総
会
（
倉
敷
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル
）

は
、
大
南
総
長
、
島
田
機
友
会
会
長
、
酒

井
教
授
の
来
賓
を
得
て
開
催
し
た
3
大
南

総
長
に
は

「
世
界
の
な
か
の
立
命
館
、

B
e
s
t
U
コ
i
蒜
r
S
i
t
y
を
目
指
し
て
」

と
題
し
て
記
念
講
演
を
し
て
頂
い
た
G
立

命
館
大
学
の
現
状
が
理
解
で
き
る
と
と
も

に
、
壮
大
な
立
命
館
大
学
の
将
来
像
を
聞

か
せ
て
頂
き
、
卒
業
生
の
一
人
と
し
て
、

心
強
く
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

大
南
総
長
の
話
は
、
立
命
館
大
学
の
現
状
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と
将
来
構
想
で
は
あ
っ
た
か
、
立
命
館
大

学
を
我
々
個
人
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
で

き
、
我
々
が
ど
の
よ
う
に
生
き
る
べ
き
か

を
も
語
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
有
意
義
で

あ
っ
た
ハ
）
出
席
者
が
少
な
か
っ
た
の
は
残

念
で
あ
っ
た
が
、
今
後
、
会
員
と
母
校
の

た
め
、
当
支
部
の
活
動
を
活
発
に
し
、
支

部
設
立
の
目
的
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
責
任
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

設
立
総
会
の
後
、
で
き
た
ば
か
り
の
チ

ポ
リ
公
園
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ウ
ォ
ー

タ
ー
ミ
ル
．
h
で
、
デ
ン
マ
ー
ク
料
理
を
楽

し
み
な
が
ら
懇
親
会
を
開
い
た
8
　
こ
の
懇

親
会
に
は
、
大
南
総
長
、
島
田
機
友
会
会

長
、
酒
井
教
授
に
も
出
席
し
て
頂
き
、
望

外
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
平
井
氏
（
昭
和
四

十
三
年
率
）
　
の
名
司
会
の
も
と
、
諸
先
輩

の
昔
話
に
花
が
咲
き
、
た
ま
た
ま
家
族
で

来
ら
れ
て
い
た
他
の
校
友
の
飛
び
入
り
も

あ
り
、
非
常
に
楽
し
い
懇
親
会
で
あ
っ
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
国
支
部
が

無
事
設
立
で
き
た
の
も
、
記
念
講
演
を
し

て
頂
い
た
大
南
総
長
は
じ
め
、
島
田
機
友

会
会
長
お
よ
び
酒
井
教
授
の
ご
尽
力
の
賜

物
で
あ
る
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を

表
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
＄

第
二
次
世
界
大
戦
と
私
達

定
心
れ
ら
れ
な
い
想
い
出
・
雷

昭
和
二
十
二
年
卒
　
大
泉
進
ふ

昭
和
十
六
年
三
月
私
達
航
空
発
動
科

（
委
託
生
二
十
五
名
）
の
内
十
五
名
は
満
州

飛
行
機
製
造
株
式
会
社
に
就
職
す
る
事
に

な
り
赴
任
の
段
取
り
を
皆
で
相
談
し
て
決

め
、
乗
船
乗
車
券
の
一
括
購
入
を
卒
業
式

に
総
代
で
出
席
す
る
石
田
骨
郎
君
（
明
石

出
身
）
に
頗
み
、
地
方
出
身
者
は
卒
業
試

験
が
終
了
す
る
と
準
備
の
為
d
斉
に
帰
郷

し
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
学
校
に
会
社
か

ら
連
絡
が
あ
り
、
予
定
の
一
週
間
前
の
乗

船
を
指
定
さ
れ
神
戸
港
集
合
日
時
を
指
示

さ
れ
た
の
で
石
田
君
も
苦
労
し
た
の
で
す
。

当
日
集
合
す
る
者
は
我
々
以
外
す
べ
て
中

等
学
校
卒
業
生
の
み
で
、
人
事
課
員
に
引

率
さ
れ
て
の
赴
任
で
し
た
8
　
こ
れ
が
差
別

の
第
一
歩
で
し
た
。
会
社
は
階
級
が
は
っ

き
り
差
別
さ
れ
て
い
て
、
職
員
（
胸
章
は

三
本
筋
）
・
準
職
員
（
二
本
筋
）
・
雇
員
（
一

本
筋
）
・
庸
員
・
工
員
（
筋
無
し
）
に
分
か

れ
、
専
門
学
校
卒
は
準
職
員
、
私
達
は
雇

員
で
机
・
椅
子
も
異
な
る
し
、
勿
論
給
料

も
差
が
付
い
て
居
ま
し
た
。
寮
も
別
々
で

大
変
傷
つ
き
ま
し
た
Q

入
社
当
初
は
工
場
実
習
で
各
現
場
を

一
ケ
月
余
り
か
け
て
回
り
ま
し
た
が
、
そ

の
間
に
徴
兵
検
奄
が
あ
り
、
甲
種
と
第
一

乙
種
合
格
者
は
兵
役
に
つ
き
、
兵
役
に
取

ら
れ
な
い
者
は
特
殊
技
術
者
と
し
て
徴
集

な
し
の
暗
黙
の
決
ま
り
が
あ
り
、
こ
の
内

私
を
含
む
七
名
が
兵
役
組
に
な
っ
た
の
で

す
。
検
査
の
終
わ
っ
た
時
点
で
新
入
社
員

の
所
属
部
署
が
決
ま
っ
た
の
で
す
か
、
今

待
遇
改
善
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
後
輩
や
残

る
者
は
ど
う
な
る
の
か
、
（
大
け
さ
な
言

い
方
で
す
が
）
死
ん
で
も
死
に
き
れ
な
い

の
思
い
で
、
運
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

先
ず
は
上
記
の
様
子
を
学
校
宛
に
手
紙
し

ま
し
た
。
そ
の
返
事
の
つ
も
り
か
石
田
君

の
と
こ
ろ
に
［
資
料
山
が
送
ら
れ
て
来
ま
し

た
。
次
に
皆
に
つ
れ
だ
っ
て
人
事
部
長
自

宅
に
伺
い
、
趣
旨
を
説
明
善
処
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
同
時
に
此
の
学
校
当
局
の
返

信
内
容
で
は
不
安
で
、
改
め
て
本
野
校
長

に
詳
し
く
事
情
を
訴
え
ま
し
た
。
と
こ
ろ
、

本
野
校
長
よ
り
書
翰
を
頂
き
、
待
遇
改
善

の
要
求
書
も
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
こ
の

要
求
書
の
内
容
に
は
、
私
達
が
訴
え
た
状

況
が
十
分
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
て
、
後
は

時
を
待
つ
だ
け
と
息
い
ま
し
た
。
本
野
先

生
の
誠
意
あ
る
お
人
柄
に
感
じ
い
り
ま
し

た
。
八
月
に
入
っ
て
、
満
州
鉱
工
技
術
協

会
関
口
八
重
吉
理
事
長
よ
り
御
回
答
の
文

書
を
頂
き
ま
し
た
。
九
月
下
旬
、
倉
橋
理

事
来
満
す
る
と
の
報
に
、
奉
天
各
社
に
就

職
し
て
い
る
日
満
高
工
卒
業
生
を
探
し
だ

し
（
全
員
の
名
簿
が
無
か
っ
た
）
設
営
し
て

こ
れ
を
迎
え
ま
し
た
が
特
別
の
話
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
月
一
日
、

突
如
昇
格
の
辞
令
を
受
け
、
胸
章
も
筋
二

本
に
な
り
ま
し
た
。
早
速
本
野
先
生
に
電

報
で
報
告
し
ま
し
た
所
、
先
生
か
ら
即
日

お
祝
い
と
激
励
の
返
電
を
頂
き
ま
し
た
。

私
共
日
満
高
王
満
州
国
委
託
生
第
諭
回

生
は
昭
和
十
四
年
三
月
に
な
っ
て
突
然
入

学
試
験
の
全
国
募
集
で
試
験
場
も
数
カ
所

で
行
わ
れ
、
集
ま
っ
た
生
徒
は
、
機
械
科

・
電
気
科
は
等
持
院
で
、
航
空
発
動
機
科

・
自
動
車
工
学
科
・
応
用
化
学
科
・
建
設

科
は
出
町
の
寮
で
起
居
し
ま
し
た
。
寮
生

自
身
が
起
床
・
点
呼
等
々
規
律
を
作
り
、

校
風
を
創
造
し
な
が
ら
の
、
時
に
ス
ト
ー

ム
や
コ
ン
パ
で
寮
歌
を
歌
っ
た
り
と
そ
れ

は
楽
し
い
青
春
で
し
た
。
授
業
は
束
京
帝

大
と
大
阪
帝
大
教
授
が
加
わ
っ
て
緊
張
し

た
日
々
を
送
り
ま
し
た
。

尚
私
は
外
地
か
ら
の
復
員
後
、
専
門
学

校
工
学
科
機
械
科
三
年
に
編
入
学
し
ま
し

た
。
現
機
友
会
会
長
の
島
田
泰
男
氏
は
そ

の
時
の
学
友
で
す
。

有
意
義
な
青
春
を
過
ご
し
た
我
々
航
空

科
生
は
、
時
折
開
い
た
ク
ラ
ス
会
が
隔
年

に
な
り
昨
年
か
ら
は
毎
年
に
夫
婦
同
伴
で

行
っ
て
い
ま
す
。
来
年
は
六
月
第
一
過
に

明
石
で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
ん
な
第
一
回
生

の
学
生
生
活
や
当
時
の
社
会
情
勢
に
つ
い

て
、
筆
の
走
る
ま
ま
に
文
章
化
し
て
み
ま

し
た
。
史
実
の
一
コ
マ
と
し
て
少
し
で
も

参
考
に
な
れ
ば
誠
に
率
い
に
存
じ
ま
す
。

［
資
料
］

謹
啓
　
時
下
新
緑
ノ
候
貴
社
愈
々
御
隆
昌

ノ
段
奉
慶
賀
候
陳
者
先
般
来
弊
校
第
一
回

卒
業
生
ノ
就
職
二
閑
シ
テ
ハ
種
々
御
配
慮

相
煩
シ
多
数
御
採
用
下
サ
レ
御
厚
志
感
銘

罷
在
り
候
就
テ
ハ
貴
社
則
ヲ
遵
奉
シ
国
家

ノ
タ
メ
粉
骨
砕
身
致
サ
シ
ム
ベ
ク
候
得
共

萬
事
未
熟
ノ
者
二
之
レ
有
り
候
へ
バ
何
卒

御
指
導
御
鞭
捷
相
成
ル
様
切
望
仕
り
候
御

承
知
ノ
如
ク
弊
校
ハ
満
州
国
産
業
開
蓉
二

要
ス
ル
高
級
技
術
員
養
成
ノ
目
的
ヲ
以
テ

満
州
園
政
府
ノ
懇
嘱
ニ
ヨ
リ
設
立
セ
ラ
レ

ク
ル
学
校
二
之
レ
有
り
中
学
校
又
ハ
甲
種

工
業
高
校
卒
業
者
二
封
シ
清
二
ヶ
年
ノ
専

門
教
育
ヲ
賓
施
致
シ
居
り
候
即
チ
修
業
年

限
ハ
ニ
ヶ
年
二
有
之
候
得
共
委
託
生
徒
ハ

ス
ベ
テ
之
ヲ
寄
宿
舎
二
収
容
シ
テ
大
陸
就

職
ノ
後
備
訓
練
ヲ
施
ス
外
暑
中
休
暇
等
長

期
二
亘
ル
休
暇
ヲ
全
廃
シ
毎
週
授
業
時
数

ヲ
四
十
八
時
間
ト
シ
且
学
科
目
ヲ
整
理
按

配
シ
テ
三
ヶ
年
ノ
課
程
卜
同
程
度
ノ
課
程

ヲ
修
得
セ
シ
メ
居
り
候

従
ッ
テ
卒
業
生
ノ
賓
カ
モ
内
地
二
於
ケ
ル

同
種
ノ
専
門
学
校
卒
業
生
二
比
シ
テ
決
シ

テ
遜
色
無
キ
ハ
勿
論
其
波
満
就
職
ノ
心
構

へ
こ
於
テ
ハ
造
二
之
ヲ
凌
駕
ス
ル
モ
ノ
ト

確
信
致
シ
居
ル
次
第
二
御
座
候
唯
厚
生
省

ノ
割
営
二
於
テ
満
州
国
ノ
便
宣
ノ
タ
メ

呵
賓
業
キ
ッ
プ
」
卜
相
成
居
り
候
得
共
ソ

レ
ハ
飽
ク
マ
デ
封
満
割
常
ノ
タ
メ
ノ
苦
肉

ノ
第
二
之
レ
有
り
候
間
其
鮎
何
卒
御
高
察

賜
り
タ
ク
懇
請
ノ
至
リ
こ
御
座
候
右
横
ノ

事
情
二
有
之
候
へ
バ
弊
校
卒
業
生
御
採
用

ノ
向
二
於
テ
萬
一
貰
業
学
校
卒
業
卜
同
等

ノ
待
遇
ヲ
セ
ラ
ル
ル
ニ
於
テ
ハ
彼
等
ヲ
シ

テ
従
ラ
ニ
不
満
ヲ
懐
カ
シ
メ
終
ニ
ハ
自
暴

自
棄
二
陥
入
ラ
シ
ム
ル
惧
レ
ナ
シ
ト
セ
ズ

弊
校
ト
シ
テ
最
モ
憂
慮
致
シ
居
ル
次
第
二

御
座
候

何
卒
弊
校
設
立
ノ
趣
旨
御
諒
察
被
下
将

来
特
別
ノ
御
配
慮
賜
り
度
ク
御
願
申
上
候

右
御
挨
拶
努
々
御
願
申
上
皮
ク
此
ノ
如

ク
ニ
御
座
候
　
　
　
　
敬
具

昭
和
十
六
年
五
月
十
五
日

立
命
館
総
長
　
　
　
中
川
小
十
郎

立
命
館
日
満
高
等
工
科
学
校
長
　
本
野
亨

教
員
だ
よ
り

学
科
・
学
系
の
ご
紹
介

理
工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
尊
素
長

飴
山
恵

機
友
全
会
員
の
皆
様
、
平
素
は
本
会
の

諸
活
動
に
対
し
ま
し
て
種
々
ご
支
援
を
頂

き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
6
ま
た
、
本
学
の
諸
事
業
に
つ
き
ま
し

て
も
、
常
々
幅
広
い
お
力
添
え
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
「
機
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」
　
（
第
三

号
）
　
の
刊
行
に
あ
た
り
、
こ
の
た
び
横
友

会
事
務
局
よ
り
記
事
執
筆
の
ご
依
頼
が
あ

り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
創
刊
号
な

ら
び
に
第
二
号
を
再
読
し
た
と
こ
ろ
、
ま

だ
機
械
シ
ス
テ
ム
系
学
科
の
紹
介
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
存
じ
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
立
命
館
大

学
理
工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
系
学
科
の
現

状
に
つ
き
ま
し
て
、
紙
面
の
都
合
上
、
簡

潔
に
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
「
機
械
工
学
科
■
』
は
平
成
八
年

度
に
新
設
さ
れ
ま
し
た
『
．
ロ
ボ
テ
イ
ク
ス

学
科
」
と
と
も
に
「
機
械
シ
ス
テ
ム
学

系
」
を
構
成
し
て
い
ま
す
。
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
い
い
ま
す
と
、
機
械
工
学
科
に
は

叫
材
料
系
列
」
、
呵
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
系
列
」
、
プ
ソ
ス
テ
ム
制
御
系
列
」
、

「
設
計
生
産
工
学
系
列
」
の
四
系
統
が
あ

り
、
ロ
ボ
テ
イ
ク
ス
学
科
に
は
「
ロ
ボ
ッ

ト
シ
ス
テ
ム
系
列
血
、
呵
舟
ロ
ボ
ッ
ト
知
能

系
列
」
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
マ
シ
ン
系
列
」

の
三
系
統
が
あ
り
ま
す
。
在
籍
学
生
数
は
、

機
械
工
学
科
で
六
百
二
十
五
名
（
内
四
十

八
が
女
子
学
生
）
、
ロ
ボ
テ
イ
ク
ス
学
科

で
二
百
三
十
名
（
内
二
十
d
名
が
女
子
学

生
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
機
械
シ
ス
テ
ム
学
系
に
は
総
勢

二
十
六
名
の
専
門
科
目
担
当
教
員
が
い
ま

す
。
以
下
に
各
教
員
の
氏
名
と
主
な
担
当
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す
。
以
下
に
各
教
員
の
氏
名
と
主
な
担
当

科
目
を
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

機
械
工
学
科
‥
秋
下
貞
夫
（
制
御
工
学
）

飴
山
恵
（
材
料
工
学
）
、
磯
野
吉
正
　
（
機

械
シ
ス
テ
ム
実
験
）
、
岩
清
水
幸
夫
（
振

動
工
学
）
、
大
上
芳
文
（
流
体
力
学
）
、

小
西
聡
（
制
御
工
学
）
、
酒
井
達
雄
（
機

械
設
計
法
）
、
坂
根
政
男
（
材
料
力
学
）

田
中
武
司
（
機
械
工
作
法
）
、
田
中
道
七

（
材
料
力
学
）
、
田
畑
修
（
工
業
力
学
）

西
脇
一
宇
（
熱
機
関
）
、
野
田
義
光
（
情

報
処
理
演
習
）
、
山
本
憲
隆
（
生
体
力

学
）
、
吉
原
福
全
（
燃
焼
工
学
）

ロ
ボ
テ
イ
ク
ス
学
科
‥
有
本
卓
（
符
号
理

論
）
．
飯
田
健
夫
（
情
報
処
理
）
．
石
井

明
（
応
用
数
学
）
．
川
村
貞
夫
（
制
御
工

学
）
．
杉
山
進
（
電
気
電
子
回
路
）
．
手

嶋
敏
之
（
福
祉
機
械
論
）
．
永
井
清
（
ロ

ボ
ッ
ト
工
学
）
．
平
井
慎
一
（
力
学
）
．

前
田
浩
一
（
制
御
工
学
）
．
牧
川
方
昭

（
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス
）
．
渡
部
透
（
生

産
シ
ス
テ
ム
）

本
学
理
工
学
部
の
起
源
は
昭
和
十
三
年

に
設
立
さ
れ
た
「
立
命
館
高
等
工
科
学

校
」
で
あ
り
、
来
年
は
理
工
学
部
創
立
六

十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
戦

前
・
戦
中
・
戦
後
の
幾
星
霜
を
経
て
、
大

学
、
学
部
、
学
科
の
い
ず
れ
も
そ
れ
ぞ
れ

に
名
称
や
規
模
が
変
わ
る
な
ど
、
大
き
な

曲
折
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
い
ま
ま
さ
に

私
学
の
雄
と
し
て
、
世
界
の
立
命
館
と
し

て
、
高
い
社
会
的
評
価
を
得
る
に
至
り
ま

し
た
こ
と
は
誠
に
感
慨
深
く
存
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
本
学
の
躍
進
を
実
現
し
え
た

の
は
、
多
数
の
本
学
卒
業
生
の
物
心
両
面

に
わ
た
る
多
面
的
な
ご
支
援
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
学
科
・
学
系
を
代
表
し
て
、
こ

こ
に
改
め
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
引
き
続
き
広

く
ご
支
援
と
ご
鞭
樋
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
8

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
機
友
会
会
員

各
位
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
だ
よ
り

機
友
会
ニ
ュ
ー
ス
創
刊
号
（
平
成
七
年

十
一
月
二
十
六
日
発
行
）
に
昭
和
二
十
二

年
ご
卒
業
の
同
期
会
で
あ
る
「
二
十
二
機

会
の
」
活
動
に
関
連
し
て
、
「
二
十
二
機

会
余
話
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
理
工
学

部
草
創
期
の
思
い
出
と
し
て
当
時
を
偲
ぶ

小
井
実
氏
の
貴
重
な
記
事
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
の
記
事
に
関
連
し
て
本
誌
編

集
事
務
局
が
「
幻
の
衣
笠
寮
寮
歌
」
と
題

す
る
小
文
を
掲
載
し
た
。
そ
の
趣
旨
を
簡

潔
に
紹
介
す
る
と
、
衣
笠
寮
寮
歌
は
大
変

懐
か
し
い
か
こ
の
寮
歌
を
歌
え
る
人
物
が

殆
ど
い
な
く
、
楽
譜
や
歌
詞
の
印
刷
物
も

な
い
の
で
全
く
忘
れ
去
ら
れ
た
よ
う
な
状

況
に
あ
る
が
、
た
だ
一
人
コ
d
十
二
機

会
」
メ
ン
バ
ー
の
小
橋
昇
氏
が
こ
の
寮
歌

を
明
瞭
に
覚
え
て
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
保
存
す

る
た
め
に
小
橋
氏
に
実
際
に
歌
っ
て
頂
い

て
、
音
楽
的
素
養
の
あ
る
お
方
に
採
譜
願

い
譜
面
と
し
て
永
久
保
存
し
た
い
が
、
ど

な
た
か
こ
の
才
能
を
お
持
ち
の
校
友
は
い

な
い
だ
ろ
う
か
？
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

七
千
名
を
越
え
る
機
械
工
学
科
の
卒
業

生
は
正
に
多
士
多
才
で
あ
り
、
本
会
副
会

長
の
大
金
晋
氏
（
昭
和
三
十
二
年
草
）
が

こ
の
才
能
を
お
持
ち
で
、
ご
多
忙
の
中
、

こ
の
極
め
て
専
門
的
で
芸
術
的
な
作
業
を

お
引
き
受
け
頂
い
た
。
平
成
九
年
十
月
二

十
三
日
の
夕
刻
に
、
衣
笠
寮
寮
歌
を
覚
え

て
お
ら
れ
る
小
橋
昇
氏
と
、
大
金
副
会
長
、

さ
ら
に
最
初
の
キ
ッ
カ
ケ
を
ご
提
供
頂
い

た
小
井
実
氏
の
三
名
に
立
命
館
大
学
理
工

学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
ま
で
お
越
し
頂
き
、
機

械
科
事
務
室
で
実
際
に
歌
唱
と
採
譜
が
行

わ
れ
た
。
小
橋
氏
が
一
・
番
か
ら
四
番
ま
で

歌
い
終
え
る
間
に
大
金
氏
は
実
に
驚
く
べ

き
才
能
を
発
揮
さ
れ
、
五
線
譜
に
こ
の
寮

歌
を
音
符
を
用
い
て
す
べ
て
記
録
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
で
き
た
て
の
手
書

き
楽
譜
を
見
な
が
ら
直
ち
に
ご
自
分
で

歌
っ
て
、
小
橋
氏
か
ら
大
変
正
確
に
採
譜

さ
れ
て
い
る
旨
の
ご
確
認
を
得
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
、
幻
の
「
衣

笠
寮
寮
歌
」
は
見
事
に
楽
譜
と
し
て
再
現

さ
れ
、
万
人
に
永
久
保
存
さ
れ
た
こ
と
は
、

事
務
局
と
し
て
も
大
変
な
慶
び
で
あ
り
、

ご
多
忙
の
中
こ
の
企
画
に
積
極
的
に
ご
参

画
頂
い
た
上
記
三
名
の
会
員
各
位
に
対
し

て
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ

る
。
今
後
、
色
々
な
機
会
に
こ
の
寮
歌
が

歌
わ
れ
、
か
つ
愛
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
致

し
ま
す
。

立
命
館
大
学
機
友
会
事
務
局
連
絡
先

〒
五
七
五
－
八
五
七
七

滋
賀
県
草
津
市
野
路
束
一
丁
目
一
二

立
命
館
大
学
理
工
学
部
機
械
工
学
科
内

電
話
　
〇
七
七
l
五
六
一
1
二
六
六
二

F
A
X
　
〇
七
七
t
五
六
丁
二
六
六
三

衣
笠
寮
々
歌

一
．
御
室
の
桜
欄
渡
と

京
洛
の
人
憤
る
る

春
日
再
び
回
り
来
て

衣
笠
山
の
老
松
に

紫
紺
の
雲
が
た
な
び
け
ば

興
亜
の
覚
悟
い
や
高
し

二
．
紫
勾
う
黎
明
の

双
ケ
丘
の
空
高
く

星
座
静
か
に
瞬
け
ば

朝
遭
遥
の
若
人
が

希
望
の
歌
を
う
そ
ぶ
き
て

遠
く
亜
細
亜
を
想
う
か
な

三
．
秋
暮
れ
の
諸
相
々
と

興
亜
の
寮
は
た
そ
が
れ
て

興
亡
歴
史
や
夢
の
跡

仁
和
の
寺
の
塔
高
く

越
路
の
雁
の
一
群
に

は
る
か
故
山
を
偲
ぶ
か
な

四
．
愛
宕
お
ろ
し
の
肌
寒
く

金
閣
堂
に
夜
は
更
け
て

粉
雪
斜
め
に
降
り
し
き
り

衣
笠
寮
は
寂
と
し
て

埋
火
お
こ
す
学
人
の

真
理
探
究
の
剣
氷
る

小
井
実
氏

（
昭
和
三
十
二
年
草
）

小
橋
昇
氏

（
昭
和
二
十
二
年
卒
）

大
金
晋
氏

（
昭
和
二
十
二
年
卒
）


